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Z
o
o
m
U
p人人

ＪＲ東日本盛岡地区指導センター

主催の鉄道安全教室は４月15日、平

舘小学校（松村秀二校長、児童131

人）で行われ、１、２年生38人がト

レインジャーなどのキャラクターと

手をつなぎ、「右、左、もう一度

右」と実際に正しい踏切の渡り方を

学びました。

今月の表紙
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o
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p

山本 拓実 さん

人人人

やまもと・たくみ・西根中学校３年・下町三区

対
に
優
勝
す
る
―
。
自

信
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
。

あ
ふ

４
月
３
、
４
日
に
下

倉
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た
第

回
３４

県
中
学
校
ス
キ
ー
ア
ル
ペ
ン
競
技

記
録
会
。
難
度
の
高
い
ポ
ー
ル

セ
ッ
ト
を
落
ち
着
い
て
攻
略
し
、

２
本
と
も
最
高
タ
イ
ム
を
マ
ー
ク

し
て
大
回
転
を
制
し
た
。

こ
の
優
勝
に
は
伏
線
が
あ
っ
た
。

２
月
に
本
市
で
行
わ
れ
た
全
国
中

学
校
ス
キ
ー
大
会
に
出
場
。
全
国

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
の
意
識
の

違
い
に
衝
撃
を
受
け
た
。
ア
ル
ペ

ン
競
技
は
わ
ず
か
な
ミ
ス
が
タ
イ

ム
を
左
右
す
る
。
考
え
な
が
ら
練

習
に
取
り
組
み
、
一
本
一
本
の
滑

り
を
大
事
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ス
キ
ー
競
技
は
現
在
オ
フ
シ
ー

ズ
ン
。
夏
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属

し
な
が
ら
も
、
イ
メ
ー
ジ
を
見
失

わ
な
い
よ
う
、
自
分
の
滑
り
と
目

指
す
滑
り
の
ビ
デ
オ
を
見
て
研
究

す
る
努
力
を
欠
か
さ
な
い
。

「
中
学
校
生
活
最
後
の
年
。
目

標
は
全
国
入
賞
」
と
語
る
山
本
君
。

天
性
の
運
動
セ
ン
ス
に
努
力
が
加

わ
れ
ば
、
来
シ
ー
ズ
ン
全
国
の
舞

台
で
そ
の
才
能
が
開
花
す
る
こ
と

だ
ろ
う
。

絶
集
中
し
難
コ
ー
ス
を
攻
略

来
季
に
弾
み
つ
く
優
勝

1995年八幡平市生まれ。６歳でスキーを始める。昨シー

ズンはジュニア五輪出場、東北中学校スキー大会大回転

６位など入賞多数。好きな選手は大越龍之介選手（東海

大）。尊敬する人は新里優子先生（西根中）。西根中学校

では生徒会長を務める。「何事も前向きで、やると決め

たら全力で取り組む。中途半端は嫌いな性格」と自己分

析。167㌢、60㌔、血液型Ｂ型のしし座、14歳。
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八幡平市民歌歌詞決まる
市は、９月で合併５周年の節目を迎えるに当たり、合併した市民の一体感の醸

成を図るだけではなく、市を全国へアピールするために、市民歌の制定を開始し

ました。「歌詞」を募集したところ、全国から133件の応募があり、選考の結果、

東京都世田谷区の保岡直樹さんの歌詞が選ばれました。
やす おか なお き

月
に
合
併
５
周
年
の
節

目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
郷
土
愛
を
は
ぐ
く
み
、
市
の

一
体
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

「
八
幡
平
市
民
歌
」
を
制
定
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

制
定
に
当
た
り
、
大
学
教
授
や

演
奏
家
な
ど
か
ら
な
る
八
幡
平
市

民
歌
制
定
検
討
委
員
会
（
赤
澤
義

昭
委
員
長
、
委
員
８
人
）
を
昨
年

月
２
日
発
足
し
ま
し
た
。

１２
検
討
委
員
会
で
は
、
歌
詞
を
全

国
公
募
す
る
こ
と
と
し
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
世
代
を
超
え
て
歌

い
継
が
れ
る
よ
う
な
歌
詞
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
９
歳
か
ら

歳
ま

９０

で
県
内

件
（
う
ち
市
内

件
）
、

３８

１５

県
外

件
、
計
１
３
３
件
の
応
募

９５

作
詞

保
岡

直
樹

一
、
若
い
息
吹
に

満
ち
あ
ふ
れ

い
ぶ
き

農
と
輝
の

夢
よ
ぶ
大
地

み
の
り

ひ
か
り

な
が
れ
清
ら
な

川
が
あ
る

き
よ

い
の
ち
育
む

土
が
あ
る

は
ぐ
く

四
季
の
恵
み
の

幸
う
け
て

さ
ち

あ
あ

あ
し
た
を
拓
く

八
幡
平
市

ひ
ら

二
、
花
は
リ
ン
ド
ウ

咲
き
薫
り

か
お

ふ
れ
あ
う
人
の
和

明
る
い
笑
顔

み
ど
り
豊
か
な

山
が
あ
る

歴
史
さ
さ
や
く

路
が
あ
る

み
ち

心
ひ
と
つ
に

肩
よ
せ
て

あ
あ

し
あ
わ
せ
築
く

八
幡
平
市

三
、
伸
び
る
ア
カ
マ
ツ

た
く
ま
し
く

飛
翔
く
ヤ
マ
ド
リ

耀
く
空
へ

は
ば
た

か
が
や

こ
こ
に
理
想
の

街
が
あ
る

未
来
を
彩
る

虹
が
あ
る

あ

す

力
あ
わ
せ
て

躍
進
の

あ
あ

希
望
に
燃
え
る

八
幡
平
市

八
幡
平
市
民
歌

９

が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
保
岡
直
樹
さ
ん

（

）の
歌
詞
を
採
用
す
る
こ
と
が
、

３９３
月

日
開
催
の
第
３
回
検
討
委

１５

員
会
で
決
定
。
選
考
理
由
に
つ
い

て
は
、
「
市
民
憲
章
の
精
神
に

沿
っ
て
い
る
」
「
歴
史
に
目
を
向

け
な
が
ら
未
来
志
向
」
「
老
若
男

女
ど
の
世
代
で
も
親
し
め
る
」
な

ど
が
同
委
員
会
委
員
か
ら
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。

作
詞
者
の
表
彰
式
は
３
月

日
、

３０

市
役
所
で
行
わ
れ
、
田
村
市
長
か

ら
保
岡
さ
ん
に
賞
状
と
歌
詞
が
書

か
れ
た
安
比
塗
の
記
念
盾
な
ど
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
専
門
家
が
曲
を
付
け
て
、

月
３
日
開
催
の
市
民
憲
章
推
進

11大
会
で
披
露
す
る
予
定
で
す
。

◆作詞者・作品への想い
おも

市民憲章を何度も読み込み、心ひとつに未
来へ躍進する八幡平市を力強く表現しました。
「農と

みのり

輝の大地」というキャッチフレーズを
ひかり

作品に活かし、明るくあたたかく、元気の出
い

る歌を心掛けました。
「リンドウ（市の花）」、「ヤマドリ（市の鳥）」、
「アカマツ（市の木）」を歌詞に織り込み、街の
風景が浮かぶ工夫をしています。
広く、永く、八幡平市の皆さまに愛される市

民歌になればと願っています。

田
村
市
長
か
ら
歌
詞
が
書
か
れ
た
安
比
塗
の

記
念
盾
を
受
け
取
る
保
岡
直
樹
さ
ん（
右
）
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